
平
和
町
三
三〇
O
O円
、
十
川
町五
o
 

O
O円
、
小
曲
八
八
〇〇
円
、奏
団
地

四
（
）
。
。
円
 

◇
各
支
所
目
標
額
 

国
民
年

金
加

入
は

満
二
十
才
か

ち
 

錦
町
一」
モ
O
o
円
，
新
宮
『未
広
町
地
区
［
尻
 

だ
ず
ね
く
だ
さ
い
せ
 

日
赤
社
資

増

”
r
嘗

知
 
消

火
線
に
捨
て

る
 

文

A
み
玉

一
手
・1
と
『J
 二
 

自

衛
官
募

集
 

ー
 
‘
ー

I
一
一
l
rー
 

コ
 

受
付
は
民
生
課
で
 

東

北
電

力
か
ら

お

願
い
 

防
衛
庁
で
は
昭
和
「
干
八
年
度
の
二
等
 

念
の

異
常
な
積
雪
の
ため
、
電
靭
電
線
を
ま
た
い
だ
り
せず
、
み
っ
け
た
濃

空
士
自
衛
官
、
梅
空
操
縦
学
生
、
 

と
積
雪面
と
の
距離
が
髭
し

て
お
り
ら
叫
適
祖
力
富
に
知
らせ
を
割
陸
海

喝
衛

隊
生
徒
な
ど
の募
集
を
お

恩
電
事故
な
ど
の
発
生
す
るお
そ
れ
も
い
oま
た
電線
に
は
絶
対
に
触
れ
な
い
 
渓
っ
て
お
り
ま
す
．
 

あ
り
ま
すの
で
、東
北
電
力
五
所
川
原
よ
う
に
し
で
ぐ割

W
・
ー

‘
ー

資
略
は
二
議

海
空
士
島

官
が
十
八

営
業
所
で
は
、つ
ぎの
こ
と
葛にγ
 屋
根
の
雷お
ろ
し
か
際
は
電線
に近
は
准
告
才
ま
で
のp学
校
卒
業
 

s
P市
民
の
み
な
さ
ん
の
注意
を
和
ね

づ
」
賀
」
電
線
の
割
。
割
翻
叫
度

の
学
力
の
あ
る
男
子
、ま
た
海
空

が
い
して
お
り
ま
す
・
 

に
馴
を
投
げ
た
加
加

い
で
G
熱

～
准

中
生
は
十
八
才
か
ら
一干
才
ま
で

査
の
碍
子
ま
たは
赤駿
の
営
発

の
電
割
し
は
非
畑に
危
険
で
”
ゆ
凄
嘆
（
見
込
み
）の
男
子
、陸

軍
は
高
圧
線
用
の
かe
pあり
ます
か
で
し
想
馴
引
絹
か
い
年
海
空
自
衛
隊
生徒
は
十
五才
か
ら
十
七

か
ら
、こ
れ
しの
撃
で
支
持
して
い
シ

・
電
気
か設
だ
観

れ
た
聖
茎

虜
中
学
卒
業
（
見込
み
）
の
男

る
電線
に近
づく
こと
は
非
常に優
物

を
なげ
た
し
免
乏

だ
さ
い
o
子
叱
な
つて
お
り
ま
す
。
 

で
あ
り
ます
・
 
ー
 

電
気
加故
障
で
止
“た
り
、
冒
馴
滴

沸
層
は
市
解

民
生
課
に
志
朋

触
れな
く
忘
当
い
た
、ぎ

で
る
く
な
つ
飼し
た
ら
‘騒
影
如
溝
紙

が
あ
り
ま
す
の
で
記
入
の
うえ

感
電
す
ると
とが
ある
ので
ーメ
rト
れ
な
い
こ
と（
ス
）
引割

九
均
提
噌
て
く
ださ
い
。
 

ル
以
内
に萎
し

な
い
雪

に
し
て
く
番
安
全
で
す）
留
守
に
する
喜
審
鷹
防

衛
大
学
生
、
一
般器

侯
補
生

だ
さ
い
・
 

雰

ス
キ
ツ
チ
劃
剖
切
つ
て
お
糾
宥
護

学
生
（
婦人
畠

官
）
等
も
募
集
 

斤
つ
火
ノニ？
、

b
5
レ
ど
？
ど
」
・
・
一
・
 

し
て
お
り
ま
す
。
 

断
粧
した
り
、ゆ
る
ん
だ
り
して
雷
と
。
 
ー

一
才
‘一て
七て
一
 

上
に
落
ちた
り
、た
れ
下
った
り
した
 
メ
沈

雀

准
市

役
所
民議

に
お
 

示
額

は
七
五
万

ニ
千
円
！

ノ
‘
ノ
叱
処
罰
さ
れ
ま
す
 

近
年
に
な
い
大
霊
で
各
家
庭
と
も
雪
 

ご

協
力

願

い

ま
す
 
の
す
て

欝

に
大
変お
こ申
ちの
こ
と
 

／
と
思
い
ま
す
が
絶
対
に
防
火線
誉

び
 

栄
地
区
四「
元
〇
〇
円
、梅
沢
地区
三

一
（
ろO
円
、
七
和
地
区
五
七二
O
o
 

円
、
長
柵
地
区
五
大
五
〇
〇
円
、松
島

地
区
五
五
五
8
円
、
飯
詰
地
昏
九
 

O
o
O円
、
中
川
地
区
四
四〇
O
〇
円
 

」
寿
地区
四
四
O
〇
O
円
、
毘
沙
門
一
一

九
「
う
〇
円
 

三
一三
三
．・
三
了三了
「
三了
【三
 

市
福
祉
霧
所
で
は
三
十八
年
度
、
日
一
三

8
円
、
ト
単
井
町
一
五〇
〇
‘防
火
水
槽
、
消
火
栓
等
に
は
雪
を
す
て

赤
社
資
増
強
運
助
の
各
町
内
、
支
所
別
〇
円
、中
平
井町
七
八O
O円
、
平
井
な
筈

う
に
し
て
く
だ
さ
い
．
 

の
月
標
額
割
当会
議
を
一月
一
干
三
日
町
大
四8
円
、
下
平
井町
一
一
五〇
 
市
勝

署
で
は
連
日
署員
が
出
動
し

中
央
公
民
舘で
県
日
赤
支
部
、県
共
同
〇
円
、
敷
島
町
一
一
〇o
o円
、
旭
町
 て
消
防
肩
設
の
除
雪
に
つ
と
め
て
”
り

募
金
会
、
民
生
委
員
、
各
支
所
長泉
二
大

8
〇
円
、大
町
ニ8
〇
〇
円
ま
す
の
で各
家
庭
の
ご
協力
を
お
願
い

田
席
して
お
こ
な
いま
し
た
。
 

寺
町
、
岩
木
町
二
四8
O
円
、
新
宮
し
ま
す
。な
お
盤
、

防
火
線
等
に
ゴ

当
市
の目
標
額
は
七
五
万
二
千大
百
円
末
広
町
大
一
O
〇
円
、
本
町
一七
〇
〇

ミ
や
豚
の
飼
料
な
？
を
、す
て
て
い
る
 

舞
の
覇
は
」
戸
末
まで
お
こ
な
静
鰭
羅
「
「

『罷
総

響
蕎
霧
護
 

ま
す
の
で
市民
の
み
な
さ
ん
の
ご8
円
、
川
齢
一
二
七
8
円
、
成
 
も
し
消
防
施設
に
雪
や
ゴミ
等
を
丁
 

協
力
を
こ
い
し
ま
す
。
 

田
町
大o
o
O円
、
設
七

三
o
o円
て
た
場
合
は
消
防
法
第
n条
の
規
足
に
 

錦
町
籍脇
眼
紗

鯛
振
踊
臨
熱
誤
縫

嚢
纏
報
ます
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ンJ．一
，
．
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一

！
、」
ゾ
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二
三l
 

切
溝
 

灘
 

」醸
・
 

『
一
  「

「
「
 

い「
八
 

ご
畦
 

三
」一
「
【
 

い
昨
【
 

,
z
マ

碑
！
「1
 

ー
ノー
 

一一
嶋
 

豪
 

一
i
l
」
』
 

・

）
一
一
一
‘
 

不
在

投
票

は

2
7
 

日
．

5
時
ま
で
 

の
当
日
（
二月
二
十
八
日）
、
 

こ
と
し
は
選
話）の
年
、そ
の
最
初
の
選
挙と
し
て
、
腎
森
県
知
研
選
挙が
一
亘
干
八
日
お
こ
な
われ
ま
す
。知
事
選
挙
は
二月
」
百
に
告
示
さ
れ
 

】
干
八
日
が
投
四省
で
す
。
こ
の
撃
は
さ
る
一型
干

大
日
、病
気
を理
由
に
辞任
し
た
山
崎
知
事
の
後任
と
して
お
こ
な
わ
れ
る
もので
す
。
 

私
た
ち
が
今
後
四
年
間
、県
取
の
た
め
に
働い
ても
亨

人
、
ま
た
県
政
奮
づ
け
更
を
選
ぷ
た
い
せ
つな
選
挙
です
か
ら
、自
分
で考
え
、判

断
し
て
唯
に
も東
縛
さ
れな
い
、
正
し
い
投
票で
明
る
い
地
万
政
治を
築
き
ま
し
よ
う
。そ
こ
で
前
回
（」
干
五
年
七月
）
お
こ
な
わ
れた
青
森
県

知
事
選
挙
の
投
票
率
をみ
ま
す
と
県
内
八
市の
う
ち
青森
市
の
七
一
・八
三
％
に
対
して
、
当
市
は
五
九
・八
二
％で
県
下
第
四位
と
いう
あ
ま
り

か
ん
ば
し
く
な
い
投
票
率で
し
た
。
今
回
の知
導
選
は
一人
の
棄
権
も
な
く
今
員
投
票
し
て
投
票
率の
向
上
につ
と
め
ま
し
よ
う
。
 

選
挙

の
入
場
券
は
届
疑
し
た
か
 

投
票
時

間

f七
時
ー
戸六
時
 

や
む
を
えな
い
川
事
で
投
票
所
に行
つ

て
投
裂
で
きな
い
人は
、
選
挙
の
前日
 

（一
干
七
日）
午
後
五
時
ま
で
に
直
接

市
選
挙
管理
委員
会
事務
局
（
市
役
所

内
）
に
おい
で
に
な
つて
不
在
投票
を
 

発行璽所川原市役所 
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印刷零競嬬麟 
し
て
く
だ
さ
い
。
 

こ
の
場
合
、官
公
庁
、社
会
に
勤
務

し
て
い
る人
は
所
属
長
の
証
明
書
斎
提

出
し
て
く
ださ
S
。
 

一
一
十
日
 

司
瑠

選
挙
人名
簿
の縦
覧
は
二十
日

か
ら
二
十
「
百ま
で
三日
間
、市
選
挙

管
理
委
員
会
でお
こ
な
い
ます
が
、十
 

「
百
か
ら十
七
日
ま
で
に
補
充
選
挙
人
・

名
簿
に印
語
した
人
は
必
ず
縦
覧す
る

よ
う
に
して
く
だ
さ
い
。
 

る
人
に
は八
日
、市
選
挙
管
理
委員
会

か
ら
入
場
券
が
発
行
さ
れ
ま
した
。
 

各
家
庭
に
は
十
日
頃
配
布
さ
れ

た
こ

と
と
思
いま
す
の
で
粉失
せ
ぬよ
う
に

し
て
、
選
挙
投
票日
に
は
必
ず
ご持
参

ね
が
いま
す
。
 

ま
た
入場
券
がな
く
と
も名
簿
に
登

載
さ
れて
い
れば
投
栗で
きま
す
。
 

入
場
券
の
渡
らな
い
人
は
転居
の
た

め
住
所
が不
明
と
か
、名
簿
か
ら脱
落

し
て
い
る
か
です
の
で
市
役
所
内選
挙
 

八
日
市
選
管
で
 

入
場
券
を
発
行
 

基
木
選
挙人
名
簿
に
登
載さ
れ
てい
 

名
簿
縦
 

市 の 人 口 

(2月1日現在） 

総人口 500M 
IJ 	24'216 
女 	25'838 

世帯数 	10' 199 

覧
 、一 
 l

 

一

【
m
竹

約
唆

清
〔
自
由民
主
党
）
 

『
綴
響
蒸
俸
灘
議
舞
ー
ー

l「
 

一
 
立
候

補

者
 

m
 
H
 
時
 

一
一
場
 

所
 
五

所
川
原
小
学
校
 

一
一
 

「
 『i

措

汗
浮
浪

ニ
識覇
難
義
江
 

な
お
市
立
西
北
中
央病
院
、同
勲
島
 

分
院
お
よ
び
増
田病
院
に
入
院
して
い
 

る
人
は
病
院で
不
在
投
票
がで
き
ま
す
 

か
ら

三

日
間
 

管
理
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
間
い
合

せ
 

く
だ
さr
.
 

投
票
時
間
繰
上
げ
 

長
橋
第

四
 

長
柵
窮四
投
票
所
（
戸
沢
集
会
所
）
"
 

投
票
時
間
は午
前
七
時
か
ら午
一ら
・時

ま
で
で
す
．
 

今
回
の選
挙
は
降
雪
期で
も

権
者
が
多い
の
で
な
い
か
と
 

ろ
か
ら市
選
管で
は
十
五
日委
 
会を

開
き
、投
票
率向
上
、棄
権
防
肯

対

策
を
協
鵬
した
結
果
、投
票
者
全
員
に

一
等
、一
千
円
の
抽
選
券
を発
行
する

こ
と
に
な
り
ま
した
。
 

な
お
こ
の
抽選
結
果
は
俊
日
発
表
に
な

り
ま
す
。
 

投
票
者
に

抽
、
一券
 

”
「
「
 

二
月
ニ
十
三
日
 
午
後
一

時
 

昨
年寸
製
紙
か
わ
れ
た
ク
赤
い
三
8
円
大
町二
四
o
o円
、頂
 

浸

f共
同
募
金
は
霞
の
み
な
さ
ん
町
一
八
九〇
o
円
、
敷
島
町
一
二
八
主
 

の
ご
理
解と
ご
協
力
によ
り
目
標額
を
〇
円
、
上
平
井
町
一
O
七
五
O
円
、
平
 

う
わ
ま
わ
る
好
成績
を
お
さ
める
こ
と
井
町
大
四〇
O
円
、
中
平
井
町七
O
 

が
で
きま
し
た
．
 

O
円
、
下
平
井
町
一
三O
O
O円
、
 

厚
く
お
礼申
し
あ
げ
ま
す
Y
 

川
町
二
九
o
O円
、
柳
町
大」
、
 

O
円
、
鎌
谷
町
八
O
一
〇
円
、田
園
関

好
地
区
四二
二
八
O
円
、
飯
壮
 

な
お
各
地区
の
募
金
実
績
は
つぎ
の
と
小
曲
大
O
O
O円
、
平
和
町
 

お
り
で
す
。
 

O
円
、
成
田
町
四
五O
o
 

田
町
、栄
町
ニ
二
一
三O
円
、
元
町
一
栄
地
区
四八
五
三
〇円
、
 

O
五
O
O円
、
奏
住
宅
五
O
O〇
円
、
 八
四
九四
円
、
長
橋
地
区
 

新
町
「
〇八
七
〇
円
、本
町
一
四五
五

円
、
毘
沙
門
地区
二
大
Q
一
 

世

天
〇
〇
円
、
川
端
町
一O
一
O
(）
五
一
四五
円
、
七
和
地
区
五
 

円
、
寺
町
（岩
木
町
一
六
五八
（
冨］
、
 円
．
中
川
地
区
四
一
し
 

赤

い
羽

根
募

金
 

3
7年
度
目
標
を
突
 

、
、
 

、
『
あ
リ
が
と
う
ご
ざ

い
 

O
円
 

一
 

九
丑
0
 

四
」
五

円
 
三
 

『
に
三
 

九
O
O
円
、
田
園
調
布
四
五O
O円
、
 

駄
“
ン
子
小
 

！
一
●
昌
】
I
、
】
、
！
！
●
‘
ュ

I昌
！I
!
!
!
 

国
お
よ
びそ
の
他
の
年
金
制
産に
加
入
も
し
、
あ
な
た
が騒
業
を
かわ
つ
て
ほ

し
て
い
な
い
農
業
や商
業
に
従来
し
て
か
の
年
金
に
加入
す
る
こ
と
に
な
つて

い
る
人
は
満
一
干
才
に
な
ると
国
民
年
もそ
れ
ぞれ
通
算さ
れ
ま
す
ので
、
た

金
に
加
入
す
るた
め
屈
出
（
資格
取
得
と
え
一
年
で
も
掛
け
すて
に
は
な
りま

届
）
を
する
こ
と
に
な
つ
てい
ま
す
。
 せ
ん
。冊
一
干
才に
な
られ
た
ら
認
印

国
民
年
金
は
厚
生
年金
や
い
ろ
い
ろ
が
あ
れ
ば簡
単
に
で
き
ま
す
か
ら市
役

な
共
済
組
合
の退
職
年金
な
ど
と
同
じ
所
民
生
課で
届
出を
す
る
よ
う
に
して

く
社
会
保障
の
ー
つで
、
あ
な
た
の
将
く
だ
さ
い
。
 

来
を
守
る制
度
で
す
。
 

五
三
八
〇
円
、
末
広
町
大
七
八
O
円
、
 市
内
各
学
校
二
四七
一
八
円
、林
き
わ

柏
原
、幾
鳥
町
一
三
七
一O
m］
、布
屋
一
一
〇
（
)
O円
、
西
北
病
院
職員
一
〇
一

町
、
弥
生
町
一
七
五O
O円
、
東
町
五
七
円
、敷
島
分
院
職
員
五
O
O円
 



所
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0
 

3

つ
て
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。
 

5
 

な
お
市
の
「
心
配
ご
と
相
談
所
」
は
 

2
2年
週
水
曜
日
、
市
役
所
横
の
旧
公
益
質
 

5

屋
で
午
前
九
時
半
か
ら
午
俊
」
蒔
ま
で
 

5

開
設
し
て
お
り
、
一
切無
料
で
す
の
で
 

1

ど
ん
な
悩
み
ご
と
で
も気
軽
に
ど
し
ど
 

」

新

用
く
だ
さ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
 

(‘
 

・
 

、
  

1
1い
。
 

6
 

O一
。5
 

・
ュ4
一
 

甲
・・
 

：
白
 

2 050 0 0 0 03016 

」

鷲
嚇
建
備

喫
『
）
「
 
上
 

鷺
灘
村
 

,)
（
一編
一
 

市
納
税
貯
蓄
組
合運
合
会
設
立
組
会

は
一
月
二
十
九
日
、中
央
公
民
館に
市

内
納
税
貯
客
組
合
長
一
〇〇
余
名
が
出

席
し
て
お
こ
な
われ
、
つ
ぎ
の
事項
を

決
識
し
て
終
了
しま
し
た
．
 

一
本
会
は
国
民
の
義
務
で
あ
る
納
税

の
履
行
推
進
に
努め
る
。
 

一
本
会
は
期
限
内
納
税
の
た
め
貯寄

の
励
行
推
進
に努
め
る
。
 

一
本会
は
組
合
相互
の
研
鎖
親睦
を

図
り
、
も
つ
て
単
位
組
合
の
充
興

向
上
に
努
め
る
。
 

な
お
役
員
は
つ
ぎ
の
と
お
り
決足
し
 

納
税
貯
蓄
組
合
 

連
合
会
を
設
立
 

会
長
に
村
上
純
一
氏
 

．ま
し
た
。
 

申告相談所開設日程 

0尊讐手fも受付時間は午559時から午俊3時ま 

月 日 ‘月 議 j祈」1且 区 ・キ目談 会上易 

3月 1日 杭i 沢 	」也 区 梅沢 	乏いII 

鋼 栄 	」Iii 	区 栄 	支所 

謁 鵬
  

一
長
 

俵
木

区
 
野
区

地
 

、
沢

元沢
 
原
持
 
子

子
 
羽
地
 

長冊 	支i所 

七和 	支所 6日 

7日 高野、自り田野目」也区 高野 小学校 

9昌 松 	」，b 	地 	区 松島 	支所 

I？昌 ‘わ 	川 	●II‘ 	区 中川 	支所 

1
2
H
 

1
3
f
l
 

1
4
H
 

1
5
1

-1
 
ク
 1
6
H
2
0
H
 

 

飯 計i 	地 区 飯詰 	支月〒 

I鶴ケ岡高瀬福井地区 三好 	支所 

’ 藻 川 	地 区 農協藻川倉庫 

毘 沙 門 地区 毘沙門小学校 

長 冨 	」也 区 長冨 集会所 

五所川原 地区 中央公民舘 

1部2円、 	 第88号 
明
助
列

行
進
、
一
昨
年
精
足
し
た
市
内
種
＃

年
馴
の

女
子
消
防
協
力
隊

（隊
長
、
奈
良
岡

叱
細
き

み
脅
さ
ん
）
も
こ
の
行
進
に
特
別
審
 

“
維
加

し
ル
花
ク
を
モ
い
た
。
 

く
、
 
そ

の
夢
神
社
に
無
火
災
を
祈
願
、
威

一
勢
の
い
い
マ
ト
イ
振
り
の
妙
技
を
市
民
 

日

可
 市

消
防
団
憤
例
の
田
初
式
が
お
こ
なわ

れ
ま
し
た
。
 

同
日
朝
に
市
内中
泉
で
火
災
が
あ
つ

た
た
め
予
定時
間
を
一
時
間
遅
らせ
て

午
前
九
時
半
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
．
 

消
防
署
の
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
集
合

し
た
一
千
大
百
名
の
団
員は
各
分
団
ご

と
に
市
役
所前
に
整
例
、観
閲
官
、
佐

々
木
市
長
が人
員
、
服
装
、
器
具
、
機

械
を
検
閲
し
た
俊
、
五
中
校
プ
ラ
ス
パ

ノ
ぐ
」e
乞
唄
こ
、
行
勾
大
汀
西
り
●
子
 

さ
る
八
日
は
旧
歴
の
初
午
、こ
の
日
に
披
露
、
消
防
署
前
で
講
評
、
訓
示
．
 

相
談
種
別
 
3
6年
件
数
 3
7年
件
敵
 

21 2 3 0 I 13411 1 627 

来
査
を
代
表
レ
て
須
藤
五警
署
畏
が
祝
 
〇
優
良
団
員
 
工
藤
公
男
（
第
五
分
 

-38年度薫駿申告は 	~ 
	3月20日期限でず二I 

に
な
り
ま
 
申
告
者
で
所
得
控
除
の
適
用
を
受
け
配
入
の
う
え
、
印
‘T
加
ハに
忘
れ
な
い
相
談
会
場
を
農
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
よ
う
と
す
る
犬は
っ
ぎ
に
掲
げ
る
も
の
で
持
参
し
て
く
一
」
さい
。
 

し
た
の
で
国
税で
あ
る所
得
税
奮
告

必
ず
里
ロ
を
持
参
して
く
だ
さ
い
。
 

す
る
納
税
者は
税
務
署
に
お
い
て
一
回

す
る
奮
 

iい
い

l

ヒ
、
ー
二

！
 
で
す

ま
せ
る
こ
と
が
で
言
雪
に
な
 

い
乞
」」
ー

三
税
共
同
で
 

す
る
こ
と
 

適
用
を
受
り
る
人
 
な
お
当

日
は
申
告書
に
必
要
亭項
を
 

積
雪
と
と
もに
メ
ー
タ
の許
が
で
き
 
、
感
麟
鷲
麟

警
 

氏
 

葛
「
 

だ
さ
い
．
 

⑥
申
告
を
 

水
道
料
使
用
お
よ
び

工
事
費
は
納
付
内
に
 

水
道
便
用
料
金
お
よ
び
工
事費
の
納

付
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
の
みな
さ
ま

の
ご
協
力
に
よ
り毎
月
目
観
近
く
ま
で

の
収
納
と
な
つ
てお
り
ま
す
が
、一
部

に
は
末
納
さ
れ
て
い
る
人
も
あ
り
大
変

こ
ま
つ
て
お
り
ま
す
。
 

水
道
課
で
は
こ
の万
大
に
督促
し
て

い
ま
す
が
、
あ
ま
り
な
が
び
くと
市
条

例
に
よ
り
給
水停
水
あ
る
い
は
市
条
例

に
よ
る
冊
納
処
分
を
す
る
場
合
もあ
り

ま
す
の
で
水
道
料は
か
な
らず
期
限
内

に
納
付
す
る
よ
うに
し
て
く
だ
さ
い
。
 

水
道
メ
ー
タ
ー
検

針
は
四
月
に
 

市
内
の
水
道
メ
ー
タ
1
は
ほ
と
ん
ど

屋
外
に
設
置
さ
れて
お
り
ま
す
の
で
、
 
 

な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
 

冬
期
（
一
月
ー
三
月
）
間
の
検
針
で

き
な
い
と
こ
ろ
の
毎
月
の
料
金
は
市水

道
条
例
に
よ
り
認
定
し
、煎
ー
力
月
の

使
用
量
お
よ
び
前
年
度
同
期
の使用
実

議
等
に
よ
り算
定
し
て
お
り
ま
す
。
 

実
使
用
量
と
、
こ
の
認
定
使
用
量
の

調
整
は
新
年度
（
四
月
）
検
針
し
た
と

き
に
お
こ
な
い
ま
す
．
 

水
の
出
し
放
し
は
 

や
め
ま
し
よ
う
 

水
道
が
凍
る
か
ら
と
い
つ
て
水
の
出

し
放
し
を
し
て
い
る
家
庭が
多
い
よ
っ

で
す
。
そ
の
た
め
市
内
の
高
台
や
未端

で
は
自
然
水圧
が
さ
が
り
、水
が
出
な

く
な
つ
て
い
ま
す
。
 

「
私
だ
け」
と
か
「
こ
のく
ら
い
な
ら
 

」
山
愚
わ
ず
に
お
互
い
注
意
を
し
て
水

を
大
切
に
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
 
 

会
長
、
村
上
純
一
（
五
所川
原
地
区
 

地
区
理
事
）
、
同
、
外
崎
善
太
郎
（
兼

七
和
地
区
理
事
）
、
同
、
小
野
武
三郎
 

（兼
」
辱
地
区理
事
）
 

会
計
、
金
川
勝
三
（
兼
五
所
川
原
地

区
理
事
）
 

理
事
、
鹿
内
武
夫
（
栄
地
区
）
高
橋

市
太
郎
（中
川
地
区
）
、松
野
清
重
（
 

長
橋
地
区
）
、森
平
呼
（松
島
地
区
）
 

田
名
辺
甚
之
助
（
飯話
地
区
）
高
柵
馨
 

（
毘沙
門
地
区
）
、
佐
藤
直
太
郎
（
梅

択
地
区
）
 

監
事
、
堀
内
貞
三
（
五
所
川
原
地
区
 

）
斉
藤
健
三
（七
和
地
区
）
、
秋
田
修

次

（
中
川
地
区）
 

顧
間
、
五
所
川
原
市
長
、
五
“
川
原

税
務
署
長
、
五
所
川
原
県
税事
務
所
長
 

住
民
税
申告
書
と
展
業
所
得
者
の所

得
税
確
定申
告
書
は
従
来
ど
お
り
市役

所
ま
た
は
税
務署
で
差
し
あ
げ
ま
す
が

共
同
で
納
税相
談
会
場
を
開
設
す
るこ
 

満
洲
動
労奉
仕
隊
員
と
し
て
渡
満
し

た
人
に
対
し
、引
揚
者
給
付
金
法
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
か
ら

つ
ぎ
の
全
条項
に
該
当
す
る
人
は
市
役

所
民
」」
藻
まで
届
け
出
て
く
だ
さ
い
．
 

m
昭
和
二
十
年に
奉
仕
隊員
と
し
て

渡
航
し
、勤
労
に
従
事
し
た
者
（
 

引
卒
者
を
含
む
）
で
あ
る
こ
と
．
 

②
将
来
は
開
拓
民
開
拓
女
熱
生
等
と

な
つ
て
満
洲
に
永
住
す
る
意
志
の
 

固
定
資
産税
は
毎
年
一
月
一
日
現
在

で
固
定
資産

（
土
地厭
屋
、
債
却
資
産
 

）
を
所
有
して
い
る
人
に
、
そ
の
資
産

の
遥
正
なる
時
価
を
も
と
と
レ
て
課
税

さ
れ
ま
す
。
 

そ
の
基
礎と
な
る
課税
台
帳
が
三
月

一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
（
日皿
日
除
く
 

）
毎
日
午
前
八
時
二
十分
か
ら
午
後
四

時
ま
で
（
土曜
日
は
正午
ま
で
）
市税

務
課
に
おい
て
縦
覧
して
納
税
者
の納

得
を
得
る
わ
け
で
す
、も
し
評
価
額
に

不
服
な
方
は異
議
の
もう
し
た
て
が
出
 
 一

回
で
す
む
よ
っ
に
お
願
いい
た
し
ま

す
。
な
お
国
税
に
つ
い
て
は
申
告
と
同

時
に
納
税
を
し
て
い
た
だ
く
よう
に
な

つ
て
い
ま
す
。
 

正
し
い
申
告
と
と
も
に
、
所
得
税
に
つ

い
て
は
自
主
納
付
を
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
い
た
しま
す
．
 

も
と
に
渡
満
した
者
で
ある
こ
と

叫
終
戦
後
に
本
邦
に
引
費
鶴
げ
た
者

で
あ
る
こ
と
．
 

な
お
本
法
律
の
時
効
は
本
年
五
月
十

大
日
ま
で
で
あ
り
期
限
も
残
り
少
な
く

請
求
に
つい
て
種
々
漆
付
書
類も
あ
り

内
容
複
雑
な
関
係
上
、
日
時
を
要
し
ま

す
の
で
期
限
に
お
く
れ
な
い
よう
に
届

出
さ
れ
る
よ
う
に
して
く
だ
さ
い
。
 

市
税
課
：
・
 

来
ま
す
。
 

こ
の
場
台
は
縦
覧
期
日
後
十
日
以
内

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
必
ず
こ
の
期

間
中
に
課
税
台
帳
を
み
て
お
き
、
五
月

に
令
書
が
配
布
さ
れま
し
た
ら
進
ん
で

納
税
し
て
下
さ
る
よう
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

昭
和
三
十
八
年
度
の評
価
額
は
土
地

家
屋
、
償
却
資
産
と
も昨
年
と
同
様
で

あ
り
ま
す
が
売
買
、贈
与
、
相
続
等
に

依
つ
て
所
有
者
の異
動
が
昭
和
三
十
七

年
中
に
四
千
件
も
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
 

是
非
縦
覧
す
る
よ
う
に
お
馴
い
し
ま
す
 

大
年
二
月
一
日
、
中
央
公
民
舘
内
に
開

設
そ
の
後
相
談
所
を
市
役
所
横
の
旧公

益
質
屋
二
階
で
毎
週
水
曜
日
、
午
前
九

時
半
か
ら
午
俊
三
時
ま
で
開
催
さ
れ
て
 

員
 
お
り

ま
す
。
 

こ
の
間
、
相
談
件
数
は
」
干
大
年の

定
例
相
談
が
五
十
大
回
、夏
期
、
冬
期
 

広
 

の
巡
回
相
談
が
十
八
回
、
ま
た
三
十
七

年
は
定
例
相
談
が
四
十
七
回
、
臨
時
相
 

i
 

談
が
十
五
回
、
夏
期
、
冬
期
の
巡
回
相
 

一r
 
談
が
十
八
回
と
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

件
驚

で
は
三
十
大
年
に
二
〇
五
件
 

原
 
」
干
七

年
に
一
四
七
件
を
受
け
つ
けて

お
り
、
そ
の
内
容
で
は
土
地
家
屋
の
紛

争
が
ト
ツ
プ
で
六
十
二件
を
占
め
、
こ
 

“

一
れ
に
つづ
い
て
生
活
苫
が
五十
七
件
、
 

一
一
年

間

で

三

五

O
件
 

好
評
の
心
虻

」と
相
談
所
 

気
軽
に

こ

利

用
を
 

人
生
の
十
字
路
に
た
た
せ
られ
た
人
々
に
正
しい
万
向
を
さ
し
示
す
役
日
を
は
た
し
、
利
用
者
か
ら
好
感
が
よ
せ
ら
れ
て
い
る
 

「
市心
配
ご
と
相
談
所
」
は
さる
】
一月
一
日
で
開
設二
周
年
を
む
かえ
ま
し
た
．
こ
の
間
の開
催
回
数
は
一
五
四
件
、相
談
件
 

数
三
五
二
件
を受
け
つ
け
、
市
民
の
悩
み
ご
と
の
よ
き
相
談
相手
と
な
つ
てお
り
ま
す
。
 

」
 

【
市
の
心
配
ご
と
相
談
所
は
昭
和
三
十
豊

関
係
の
粉
争
五
十
一
一
件
、
家
庭
不
和
が
四
十
八
件
、
法
律
二
十
七
件
、資

金
借
入
二
十
一
件
、そ
の
他
医
療
、
結
 

勇

肌
一

千
」
ハ
百
名

参
加
 

市
消
防
団
出
初
式
終
ろ
 

女

子
消

防
隊

も

特
別

参
加
 

 

!
 

 

生

活
苫

仕
 

亭

住
 

居

医
 

療

家
庭
不
和

結
婚
離
婚

児
童
福
祉

数
 

胃

青
少
年
問
用

柵
神
衛
生

法
 

律
 

二
年
間
の
相

談
種
別

件
数

s
 

昭
和
3
6年
2
月
1

日
ー
3
7年
1

月
3
1H
 

3
0
 人
権
問
題
 

5
 
資
金
借
入
 

1
 金
銭
関
係
紛
争
 

9
 
農
 
地
 

1
4
 税
 

金
 

1
4交
通
過
失
傷
害
 

1
 
相
続
閥
題
 

1

土
地
家
屋
粉
争
 

0
 
老
人
関
保
 

2
0
 モ
の
他
 

6
 

計
 

相
談
種別
 
8
6年
件
数
  
3
7年
件
数

）
に
は三
名
の
委
員
が
出
て
親
身
に
な
 

一
辞
を
のべ
、
最
後
に
坂
本
五
警
署
次
長

の
音
照
で
万
オ
三
唱
し正
午
日
程
を
終

り
ま
し
た
。
 

な
お
予定
レ
て
い
た
放
水
演
習
は
時

間
の
都
合
で
今
隼
は中
止
し
ま
し
た
。
 

同
日
表
彰
さ
れ
ま
し
た
団
体
お
よ
び
優

良
団
員
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
 

婚
、
離
婚
な
ど
と
な
つ
て
お
り
ます
。
 

こ
れ
ら
の
相
談
に
は
民
生
委
昌
、調

停
委
員
、保
護
司
ら
十
二
名
が
そ
れ
ぞ

れ
委
嘱
さ
れ
、
相
談
日
（毎
週
水
曜
且
 

三
十
八
年
 
たは
生
活
保護
法
D
規
定
に
よ
る
生活

股
の
市
叫
 
扶
助
等を
う
け
て
い
る
た
め
市
税
を
課

税
、

県
嶋
 
税さ
1
1な
い
人
も
そ
の
事実
に
つ
い
て

税
の
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